
2024 年度（令和 6 年度）第１回 

 バス共創プラットフォーム 

  

日時：2024 年（令和 6年）7月 23 日（火）15：00～  
場所：iti SETOUCHI  福山市西町一丁目 1‐1 (1 階) 

  

次  第 

  

１．開 会   

 

 

２．議 事 

（１）役員の選出                 資料１ 

 

 

３．説明内容                     資料２ 

 （１）福山・笠岡地域公共交通計画（目的の共有）                

 

（２）連携・協働のあり方、イメージ         

 

（３）公共交通（バス路線）の現状等         

   

 

４．意見交換                    

 

 

５．今後の予定                  

 

 

６．閉会 



 



 

バス共創プラットフォーム設置要綱 

 

（目的） 

第１条 バス共創プラットフォーム（以下「プラットフォーム」という。）は、福山・笠岡地域公共 

交通活性化協議会規約（以下「規約」という。）第１０条第１項の規定に基づき設置し、行政、交 

通事業者などの関係機関が連携・協働して利用促進策を策定・実施することにより、だれもが使い 

やすく、安心して移動ができる公共交通網（バス交通）の確立を目的とする。 

 

 （所掌事務） 

第２条 プラットフォームは、前条の目的を達成するため次の事項を行う。 

（１）路線バスの具体的な利用促進策の検討、とりまとめ 

（２）前号によりとりまとめた利用促進策の実施、検証 

（３）前２号に掲げるもののほか、プラットフォームの目的を達成するために必要なこと。 

 

 （組織） 

第３条 プラットフォームは、規約第１０条第３項に規定する部会長として会長を、副部会長として 

副会長を置き、委員をもって組織する。 

 

 （委員） 

第４条 プラットフォームの委員は、別表１に掲げる関係機関等の代表者若しくは当該代表者に指名

された者とする。 

 

 （会長及び副会長） 

第５条 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

２ 会長は、プラットフォームを代表し、会務を総括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理する。 

 

 （会議） 

第６条 プラットフォームの会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議決は、出席委員（第４項に規定する代理人を含む。）の過半数で決し、可否同数のときは

議長の決するところによる。 

４ 委員は、会議に代理人を出席させることができる。ただし、学識経験者の委員はこの限りでない。 

５ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 （書面審議） 

第７条 会長は、緊急その他やむをえない事情により会議を開催することができないと認めるときは、

書面審議により、議事を決することができる。 

 

 

資料１ 



 

（意見の聴取） 

第８条 プラットフォームは、必要があると認めたときは、委員以外の者の会議への出席を求め、そ

の説明又は意見を聴くことができる。 

 

 （分科会） 

第９条 第２条各号に掲げる事項について専門的な調査、検討その他必要な調整等を行うため、必要

に応じプラットフォームに分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。  

  

（庶務） 

第１０条 プラットフォームの庶務は、福山市建設局都市部都市交通課において処理する。 

 

 （委任） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、プラットフォームの運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、２０２４年（令和６年）７月１２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表第１（第４条関係） 

 

区 分 関係機関等 備 考 

学識経験者 公共交通に精通した大学教授等  

メンバー 

株式会社中国バス  

鞆鉄道株式会社  

株式会社井笠バスカンパニ―  

北振バス株式会社  

一般社団法人広島県タクシー協会東部支部  

西日本旅客鉄道株式会社  

福山市自治会連合会  

社会福祉法人福山市社会福祉協議会  

福山商工会議所  

連合広島東部地域協議会福山地区連絡会  

広島県高等学校PTA連合会福山地区連合会  

国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所  

広島県地域政策局公共交通政策課  

広島県東部建設事務所工務第一課  

福山市  



バ ス 共 創 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム  委 員 名 簿 

 

2024 年（令和 6年）7月 12 日時点 

 

区 分 関係機関等 役 職 名 前 備 考 

学識経験者 

呉工業高等専門学校 教授 神田 佑亮  

山口大学 准教授 鈴木 春菜  

メンバー 

株式会社中国バス 取締役運輸部長 宇田 雅英  

鞆鉄道株式会社 
取締役旅客 

運送事業部長 
神原 昌弘  

株式会社井笠バスカンパニ― 常務取締役 石川 亮  

北振バス株式会社 専務取締役 吉本 伸久  

一般社団法人広島県タクシー協会東部支部 理事 冨田 直也  

西日本旅客鉄道株式会社 地域交通課長 山口 晃弘  

福山市自治会連合会 副会長 河上 正次  

社会福祉法人福山市社会福祉協議会 
常務理事兼 

事務局長 
小野 裕之  

福山商工会議所 産業振興部長 後藤 裕正  

連合広島東部地域協議会福山地区連絡会 事務局長 橋本 敬治  

広島県高等学校 PTA 連合会福山地区連合会 
福山地区 

連合会長 
佐野 公章  

国土交通省中国地方整備局 

福山河川国道事務所 
調査設計課長 速水 優一  

広島県地域政策局公共交通政策課 公共交通政策課長 丸石 圭一  

広島県東部建設事務所工務第一課 工務第一課長 行迫 孝治  

福山市 都市部長 難波 和通  



バス共創プラットフォーム資料 第１回

2024年7月23日
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１ ビジョン
「暮らしを支える持続可能な地域公共交通サービスの実現」

２ 基本方針
（１）実行性のある利用促進策
（２）連携協働による地域公共交通サービスの提供
（３）まちづくりと一体となった持続可能なネットワークの構築

⇒地域公共交通ネットワークの配置方針（別紙）
（４）新たな技術の活用による地域公共交通サービスの向上

⇒公共交通が支える理想のまち姿を描こう

１ 福山・笠岡地域公共交通計画 2024年（令和6年）3月策定
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3

３ 地域公共交通ネットワークの配置方針

分類 配置 交通モード 機能・役割 

基幹交通 

都市間 

路線バス 

(高速バス含む)  

鉄道 

都心地区・都市拠点と近隣市町との広域移動

を担うネットワーク 

拠点間 
路線バス 

鉄道 

都心地区・都市拠点間又は都心地区・都市拠

点と地域拠点や都市機能誘導区域との移動を

担い，多くの人流を支えるネットワーク 

中心部 路線バス 

都心地区・都市拠点および都市機能誘導区域

のエリア内の移動を担い，多くの人流を支えるネッ

トワーク 

準基幹交通 拠点間 
路線バス 

航路 

上記以外で，地域拠点や都市機能誘導区域

および主要な市街地や住宅地，離島等を連絡

し，地域の日常生活を支えるネットワーク 

補完交通 地域内 

路線バス 

乗合タクシー 

タクシー 

自家用旅客有償運送 

主に，郊外部等の市街地・集落と，基幹交通

や準基幹交通を連絡し，移動需要の比較的少

ない地域の日常生活を支える交通サービス 

 



バス共創プラットフォーム組織図

など

福山・笠岡地域公共交通活性化協議会（地域公共交通の維持・確保）

福山地域部会
（福山地域における地域公共
交通の専門的な調査、検討そ
の他必要な調整等）

バス共創
プラットフォーム

笠岡地域部会
（笠岡地域における地域公共交通
の専門的な調査、検討その他必要
な調整等）

ふくやま新モビリティサー
ビス事業推進分科会

（グリーンスローモビリティの活
用・Massの推進）

●●●分科会

笠岡地域

分科会

福山市地域公共交通会議

設置根拠法令：地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第6条第1項

分科会

設置根拠法令：道路運送法施行規則第4条の2

福山地域

２ プラットフォームの体制

4

学識
高校PTA



①交通手段の確保 ②渋滞緩和 ③CO2削減 ④利用者増による持続可能な公共交通 etc

３ プラットフォームの目的・連携協働のイメージ

（１）目的
「福山・笠岡地域公共交通計画」に定めた利用促進策など各種事業を着実に実行するため、バス事業者、鉄道事業者など
の関係機関が連携・協働して取り組むことにより、だれもが使いやすく、安心して移動ができる公共交通網（バス交通）
を実現するため、具体的な計画と施策を取りまとめ実施体制を確立する。
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仮説Ⅰ 本

格

実

施

データ
収集

分析
評価

実証Ⅰ

データ
収集

分析
評価

実証Ⅱ

改善

バス共創プラットフォーム

交通事業者

PTA
(高校生)

社会福祉
協議会

(高齢者・
障がい者)

経済界
（企業）

参画

参画

etc

参画

参画

・現状の共有

・連携・協働の
あり方の議論

・めざす姿の共有

実施主体：A
協力：B・C

仮説Ⅱ

実施主体：B・D
協力：A

A

B

C

D

改善

市民 検

証

改善見直し

（２）連携・協働イメージ

（３）目標



・ 具体的な事業をつくる

・ 自らがプレーヤーとなって、具体的なアクションを
起こす

・ 参加者全員が当事者意識をもって何ができるか議論
する

・ 行政、交通事業者、各団体の役割を整理し、チーム
となって取り組む

・ バス共創プラットフォームが事業主体です
6



４ 公共交通の現状（全国等）

・交通事業の労働者不足感は他産業と比較して高い
・バスやタクシーなどの労働者の平均年齢は全産業平均と比較して高く、今後は人
材不足が懸念される。

・2024年度からドライバーの時間外労働の上限規制が設けられること（いわゆる
2024年問題）により、人材不足がより加速することが懸念される。

令和5年度交通の動向（交通政策白書）より

7

(1) 運輸業界における人材不足 (2) 2024年問題「自動車運
転者の労働時間等の改善
のための基準」の改正

２０２４年（令和６年）４月から適用
（厚生労働省HPより）



8
令和6年5月14日
国土交通省東北運輸局HPより

(3)日本版ライドシェア



9

・運転者不足の解消、高齢者
等の移動支援や渋滞の緩和、
生産性の向上等の社会課題
を解決する手段の一つとし
て、自動運転の社会実装が
求められている。

・デジタル田園都市国家構想
においても自動運転技術を
活用した移動サービスの実
現は重要な取組として掲げ
られており2025年度までに
50か所程度、2027年度まで
に100か所以上の地域への
導入をめざしている。

(4) 自動運転移動サービス

2022年12月23日 内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局資料より



・広島県の世論調査によれば、環境に配慮した取組として、公共交通機関を利用していると回答した人は
前回調査（R2）と比較して11.4ポイント増加している。環境に配慮する意識を持つ人が増えてきている
ことが推測される。
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(5) 環境意識の高まり

広島県（県政世論調査結果・令和5年度）HPより



５ バスの現状（全国）

・ライフスタイルの変化等による長期的な需要の減少に加え、新型コロナウイルスの影響等により、
輸送人員、運送収入が大きく減少している。

・2021年度に増加に転じるも、コロナ前の状況までは回復していない。

11

(1) 全国の路線バスの利用者数 (2) 全国の路線バスの輸送人員、経常
収支の推移



・利用者数の減少などからバス事業者
の経営状況は厳しくなっている。

・経営状況の悪化や人材不足などが
今後さらに進めば、バス路線が廃止
されるなど、交通サービスがさらに
悪化することが懸念される。

12

(3) 全国の路線バス事業者の収支状況



・一般路線バスによる地域の生活交通の維持が困難となる中で、地域の移動手段を確保するための公共
交通システムの一つとして、コミュニティバスやデマンド交通（乗合タクシー等）の導入が進んでいる。

13

(4) 全国のコミュニティバス・乗合タクシーの導入状況



６ 公共交通・バスの現状（福山市）

14

・2015年（平成27年）まで増加傾向で推移してきたが、2020年（令和２年）にかけて減少に転じている。
・人口構成比の推移をみると、少子高齢化が進行しており、老年人口の構成比が上昇し、年少人口は低下
している。

出典：国勢調査，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推
計人口（2023年推計）」を基に作成

(1) 福山市の人口

実績値 推計値



774 861
1,178

1,532

2,154
1,915 1,768

0
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（平成28年）
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（平成29年）
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（平成30年）
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（令和元年）
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（令和2年）

2021年

（令和3年）

運
転
免
許
返
納
者
数
（
人
）

65歳以上の運転免許自主返納者数

図 運転免許返納者数

出典：広島県警
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・高齢者の運転免許の返納状況は、直近は新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少しているもの
の、人口構成比及び運転免許保有率の状況から、今後高齢者等の免許返納者数は増加することが想
定される。

(2) 福山市の免許返納者数
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(3) 福山市公共交通網（バス路線、乗合タクシー、おでかけ支援事業）

神
辺
駅

備
後
赤
坂
駅

松
永
駅

東
福
山
駅

大
門
駅

服
部
地
区

郷
分
地
区

引
野
地
区

竹
尋
地
区

中
条
地
区

芦
田
地
区

本
郷
地
区

大
門
地
区

常
金
丸
地
区

東
村
地
区

日
吉
台
地
区

熊
野
地
区

山
南
地
区

常
石
地
区

田
島
東
部
地
区

走
島
地
区

藤
江
地
区

服
部
地
区

竹
尋
地
区

中
条
地
区

常
金
丸
地
区

服
部
地
区

竹
尋
地
区

中
条
地
区

神
辺
駅

備
後
赤
坂
駅

郷
分
地
区

引
野
地
区

芦
田
地
区

本
郷
地
区

大
門
地
区

山
野
地
区

東
村
地
区

日
吉
台
地
区

熊
野
地
区

常
金
丸
地
区

服
部
地
区

竹
尋
地
区

中
条
地
区

緑
陽
地
区

走
島
地
区

藤
江
地
区

田
島
東
部
地
区

山
南
地
区

大
門
駅

乗合タクシー
・付近に駅やバス停がない
地域（公共交通空白地）
において、タクシー車両
を活用し、予約に応じた
運行（デマンド方式）を
導入しているもの

おでかけ支援事業
・バス路線と競合しない地
域において、地域住民・
団体が主体となり、高齢
者の外出支援を行うもの

常
石
地
区
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※前年10月1日～9月30日までの1年間
中心部循環線を含む

資料：各交通事業者
図 路線バス利用者数の推移
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(4) 福山市の路線バスの利用者数 (5) 路線ごとの利用者数



・路線バス、タクシーの利用者数は、横ばいで推移して
いましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により
大きく減少しました。また、市補助金については、新
型コロナウイルス感染症の影響により一時的に増加し
ています。

※2020年度は，コロナ禍でも運行を継続している公共交通事業者支援のため実施した、
「バス運行費補助金の要件緩和」、「タクシー事業運行維持奨励金」、「衛生用品等
整備費補助金」を含む。

100％以上 17 17.0%

50％以上～100％未満 47 47.0%

30％以上～50％未満 16 16.0%

15％以上～30％未満 15 15.0%

15％未満 5 5.0%

計 100 100.0%

経常収支率 系統数 構成比

30％未満が約２割

・福山市内では、運行する 100系統の
約8割に当たる83系統が赤字系統
（経常収益率が100％未満）であり、
さらに経常収益率が30％を下回るも
のが全体の2割を占めている。
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(6) 路線バスの収支状況 (7) 市からの補助金額の推移

※2020年度（令和2年度）



・バス・タクシー等の自動車運転の職業の求人倍率は全職種平均と比較しても高く、乗務員が不足してい
ます。また乗務員の高齢化も進んでいます。

2.9

3.5 3.6

4.0
4.4 4.4 4.3

4.9

2.8 2.9
3.1 2.9 2.9

1.3
1.6 1.4

1.7 1.6
1.8

1.6 1.7

1.2 1.2 1.2 1.4 1.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022

年

自動車運転の職業

全職種平均

図 広島県内の有効求人倍率の推移
（バス・タクシー等の自動車運転及び全職業平均）

出典：広島労働局「職業別有効求人・求職及び賃金の状況」

出典：警察庁「運転免許統計」

図 広島県内の大型二種免許保有者数
（2021年）
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(8) 担い手不足



７ 市民アンケート（2022年実施 対象者：福山市4,500人）

29.6%

0.0%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

11.1%

3.7%

0.0%

37.0%

0.0%

3.7%

0.0%

5.6%

23.1%

0.0%

23.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

15.4%

15.4%

0.0%

23.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

JR

井原鉄道

路線バス

フェリー・旅客船

乗合タクシー

タクシー

福山市の高齢者おでかけ

支援事業（福山市のみ）

NPO運行のコミュニティバ

ス（笠岡市北木島のみ）

学校・企業の送迎バス

自家用車（自分で運転）

自家用車（送迎）

バイク・原付

自転車

電動カート

徒歩のみ

その他

不明・無回答

福山市民

(n=54)

笠岡市民

(n=13)

4.0%

0.3%

1.4%

0.0%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

0.1%

78.6%

2.3%

2.0%

7.1%

0.0%

1.8%

0.4%

2.0%

2.5%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

82.4%

1.3%

1.9%

5.0%

0.0%

3.1%

0.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

JR

井原鉄道

路線バス

フェリー・旅客船

乗合タクシー

タクシー

福山市の高齢者おでかけ支

援事業（福山市のみ）

NPO運行のコミュニティバ

ス（笠岡市北木島のみ）

学校・企業の送迎バス

自家用車（自分で運転）

自家用車（送迎）

バイク・原付

自転車

電動カート

徒歩のみ

その他

不明・無回答

福山市民

(n=793)

笠岡市民

(n=159)

通勤・通学の交通手段 [単一回答]
【 通勤手段 】 【 通学手段 】

0.3%

0.1%

1.0%

0.1%

0.1%

1.2%

0.2%

0.0%

68.5%

8.9%

1.2%

8.3%

0.2%

4.0%

0.6%

5.4%

0.0%

0.0%

1.0%

2.7%

0.2%

1.0%

0.0%

0.0%

69.8%

10.1%

2.5%

5.2%

0.0%

2.0%

1.2%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80%

JR

井原鉄道

路線バス

フェリー・旅客船

乗合タクシー

タクシー

福山市の高齢者おでかけ支

援事業（福山市のみ）

NPO運行のコミュニティバ

ス（笠岡市北木島のみ）

病院の送迎バス

自家用車（自分で運転）

自家用車（送迎）

バイク・原付

自転車

電動カート

徒歩のみ

その他

不明・無回答

福山市民

(n=1622)

笠岡市民

(n=407)

1.7%

0.1%

1.7%

0.2%

0.2%

1.0%

0.1%

0.0%

68.1%

12.5%

0.9%

5.5%

0.1%

1.4%

0.9%

5.9%

1.7%

0.0%

1.0%

3.9%

0.2%

0.7%

0.0%

0.0%

65.8%

11.8%

1.5%

3.4%

0.0%

0.7%

2.5%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80%

JR

井原鉄道

路線バス

フェリー・旅客船

乗合タクシー

タクシー

福山市の高齢者おでかけ支

援事業（福山市のみ）

NPO運行のコミュニティバ

ス（笠岡市北木島のみ）

病院の送迎バス

自家用車（自分で運転）

自家用車（送迎）

バイク・原付

自転車

電動カート

徒歩のみ

その他

不明・無回答

福山市民

(n=1622)

笠岡市民

(n=407)

買物先への交通手段 [単一回答]
【 食料品などの日常品の買物 】 【 衣料品などのショッピング 】
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大変満足

23.7%

やや満足

39.0%

どちらとも

いえない

20.7%

やや不満

10.7%

大変不満

5.8%

n=1575

交通環境の満足度 [単一回答]

件数

① 渋滞がひどい 27件

② 道路環境が悪い 12件

③ 駐車場が少ない 7件

④ 交通マナーが悪い 2件

⑤ その他 2件

⑥ 駅が近くにない・アクセスが悪い 27件

⑦ 本数が少ない 15件

⑧ 始発・終発が時間帯が不便 1件

⑨ その他 5件

⑩ 本数が少ない 91件

⑪ バス停が近くにない 22件

⑫ 乗換えが不便 2件

⑬ 路線が近くにない 14件

⑭ 始発・終発が時間帯が不便 6件

⑮ その他 17件

⑯ 不便で利用できない、利用しにくい 6件

⑰ 本数が少ない 6件

⑱ 今後の移動に不安を感じる 5件

⑲ 近くに利用できる公共交通がない 10件

⑳ その他 9件

自家用
車

鉄道

バス

その他
交通

交通環境の不満理由 [複数回答]

21

・約６割の人が普段の交通環境（マイカー利用や
公共交通の利用しやすさ）に満足

・バスの運行本数が少ないことに不満



大変満足

3.8%

やや満足

19.9%

どちらとも

いえない

38.6%

やや不満

28.2%

大変不満

9.5%

n=443

路線バスの満足度 [単一回答]

早朝や深夜

にも運行

4.9％

運行ダイヤの情報提供

11.7％ バス停までの

移動手段の確保

6.8％

行き先表示を

分かりやすく

4.3％

運賃を下げる

6.7％

待合所の設置

2.2％

便数を増やす

21.4％
どれを改善しても利

用は変わらない

15.4％

その他

5.4％

不明・無回答

21.3％

n=1622

路線バスの利用を増やすための改善点

22

不満（大変不満+やや不満 約38％）が、
満足（大変満足+やや満足 約24％）を
上回っている。



ほぼ毎日

（平日5日利用を含む）

1.1％

週に数回

1.7％

月に数回

4.7％

年に数回

15.7％ 年に1回

程度

7.0％

その他

0.6％

利用しない

69.1％

n=1481

路線バスの利用頻度 [単一回答]

86.7％

14.8％
22.3％

13.5％

2.2％ 5.2％ 1.8％

0

20

40

60

80

100

ク
ル
マ
な
ど
、
ほ
か
に

便
利
な
手
段
が
あ
る

バ
ス
停
が
遠
い

本
数
が
少
な
い

バ
ス
停
の
位
置
や
運
行

ダ
イ
ヤ
を
知
ら
な
い

バ
ス
の
乗
り
方
を
知
ら

な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

n=1024

路線バスを利用しない理由 [複数回答]

23

路線バスを利用する人は少なく、約７０％が利用して
いない。利用しない理由は、「車など、ほかに便利な
手段がある」が多い。



かなり必要

34.8％

必要

50.9％

どちらとも

いえない

10.4％

あまり必要ない

1.5％

必要ない

0.5％ 不明・無回答

2.0％

n=1622

バスなどの公共交通の必要性 [単一回答]

路線バスがない地域に、停留所で乗降
する公共交通（乗合タクシーなど）を導

入

予約したら自宅付近まで送迎してくれる
公共交通（乗合タクシーなど）を導入

平日に、市外への通院や買い物などに
便利な公共交通（バスなど）を導入

休日に、市外へのレジャーやショッピン
グなどで便利な公共交通（バスなど）を

導入

鉄道とバスの連絡の充実

駅前や中心市街地で、バスとバスの乗
り換えを便利にする

バスとバスを乗り継ぐ時に、運賃が割
引されるサービスを導入

バスなどを待つ場所を快適にする（屋根
やベンチを整備する）

地域の人たちが生活に適した交通（乗
合タクシー）を導入したい場合に支援・

補助をする制度の創設

高齢者などへのバス利用に対する支援
制度の拡充

高齢者などへのタクシー利用に対する
支援制度の拡充

駅やバス停近くの駐輪スペースを充実
する

バス路線を、もっとわかりやすくする

その他

44.6

81.0

29.8

23.5

28.9

14.3

15.1

24.0

66.8

55.5

84.4

20.3

26.0

5.9

0.0 50.0 100.0 150.0
合算ポイント

重要と思う公共交通の取組 [3つまで回答]

24

市民アンケートのまとめ
・路線バスの利用を増やす改善点として「路線バ
スの便数を増す」の回答がもっとも多い。
次いで、「情報提供」となっている。

・「約７０％が利用していない」と回答している。
一方、「約８５％がバスなどの公共交通は必要」
と回答している。

計 約85％
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21,024 21,306 21,428 21,507 21,749 21,996

9,000 8,651 8,364 7,921 7,729 7,594

2,215 2,363 2,015 1,817 1,794 1,838

24.6%

27.3%

24.1%
22.9% 23.2%

24.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

累計会員数 メール受信会員数 参加報告者数

(年1回以上)

参加報告率

▼ベスト運動会員数・参加報告者数（年1回以上）の推移

８ これまで行ってきた取組（ベスト運動）

・福山都市圏交通円滑化総合計画におけるCO2削減と交通渋滞緩和を目的とした

会員制のエコ移動運動（会員数21,996人）
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８ これまで行ってきた取組（中心部循環路線・通称：まわローズ）

・2009年2月から買い物施設や医療機関等が集積する
中心市街地を循環するラストワンマイルの移動手段
として運行。

・利用者数は、2013年度以降、15万人以上で推移
赤ルートが廃止された2019年度に減少。
2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響で減少。

52 54 57 56 63 70 67 70 64 59

46 54 57 68
91

100 102 108 102 107

127
82

4.6 5.1 5.4 5.8 
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（H24）

2013

（H25）

2014

（H26）

2015

（H27）

2016

（H28）

2017

（H29）

2018

（H30）

2019

（R元）

2020

（R2）

便
当
り
利
用
者
数
（
人
/
便
）

利
用
者
数
（
千
人
）

赤ルート 青ルート 1便当り利用者

（年度）

項目 内容

名称 中心部循環路線（愛称：まわローズ）

エリア 福山市中心部

運行事業者 中国バス，鞆鉄道，井笠バスカンパニー

運行系統・本数

運行系統
　2009.2から2系統で運行開始
　　青ルート（右回り），赤ルート（左回り）
　⇒2019年度から青ルートのみで運行
運行本数：青ルート29便/日
　※運行開始時は各ルート29便/日
運行時間
　9：10～18：30，始発・終発を除き20分間隔

所要時間 1循環30分

運賃（1乗車） 大人160円，小人80円（定額）



・地域の現状、課題は？ （解決策は？）

27

９ 意見交換等



10 今後の予定

次年度以降、施策ごとにプラットフォームの構成員が協働して、事業を実施・検証しながら、
利用者の増加に向けた取組を継続していく。

28

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月～

プラットフォーム開催 ○ ○ ○ ○

実証事業の検討

実証事業

実証事業及び利用促進策の検討

ネットワークの検討・提示

新たな路線等の検討・提示

施策中間取りまとめ


